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本 事 業 の 目 的

■ 博士後期課程学生は、我が国の科学技術・イノベーションの将来を担う重
要な存在ですが、近年、「博士後期課程に進学すると生活の経済的見通しが
立たない」「修了後の就職が心配である」等の理由により、修士課程から博
士後期課程への進学者数が減少傾向にあるなど、危機的な状況です。

■ JSTの次世代研究者挑戦的研究プログラム（Support for Pioneering Research 
Initiated by the Next Generation : SPRING）は、博士後期課程学生に対し、自由
で挑戦的な研究に専念するための経済的支援と、キャリア開発・育成コンテ
ンツといった教育的支援等を行うことで、多様なキャリアパスで活躍できる
博士人材へと導くことを目的としています。

■本学は、このJSTのSPRING事業に申請して採用され、愛媛大学次世代研究者
挑戦的研究プログラム「EU SPRING事業」として実施しています。

■対象学生の皆様には、このEU SPRING事業にチャレンジして採用されること
で、経済面を心配することなく、研究への専念、自己研鑽、並びにキャリア
の熟考を進めてください。そして将来、社会で大いにご活躍いただくことを
期待しています。

EU SPRING 事業統括 理事・副学⾧ 八尋 秀典
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本事業のフローと波及効果
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本事業の対象者と募集人数等
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理工学研究科博士後期課程・連合農学研究科博士課程

対 象 者 春 or 秋 入学予定生

・優れた研究能力を有し、研究に専念する者
・我が国の科学技術・イノベーションの将来を担う優秀な志がある者

春：10 名 秋： 2 名選抜人数

春：2月頃 秋：8月頃募集時期

・研究内容 ・日本の将来を担う志 ・研究業績 ・学業成績評価基準

最長 3年間支援期間

・所属する大学や企業等から年額240万円以上の給与等の安定的な収入を得ていると認められる者

・生活費に係る年額240万円以上の給付型奨学金を得ている学生

・日本学術振興会の特別研究員、国費外国人留学生又は本国から奨学金等の支援を受ける留学生

・成績不振により修了が延期している又は延期が確定している者、休学中の者

申請でき
ない者

上記はあくまで予定です。募集時期になりましたら、下記Webページ
に募集要項と申請様式を掲載しますので、必ず参照してください。
https://careersupport.info.ehime-u.ac.jp/
Mail   spapply@stu.ehime-u.ac.jp 
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経 済 的 支 援

■研究奨励費（生活費相当）
月額20万円を給付します。
使途に制限はありません。支援期間は最大３年間です。
本学から直接学生に給付します。

■研究費
年額28万円を給付します。
学生の研究活動に使います。支援期間は最大３年間です。
経理は、本学が学生に代わって処理します。

■海外活動支援（推奨）
学生の国際性の涵養のために、短期留学、海外派遣研修、必修科目「リ
サーチ・インターンシップ」における海外インターンシップといった海外
活動を推奨し、実施する学生には、渡航費用について支援を行います。

キャリア開発・育成支援

■ SPRING学生は下記４科目を必修とし、履修すれば各１単位を付与します。

（連合農学研究科や欠員補充枠の選抜者は、他の科目を履修することもできます。）

C1 ファンダメンタル・アカデミックスキル科目

～英語力の養成～≪1単位≫

リーディング・ライティング・プレゼンテーショ
ンといった各種演習を通じて、バランスの取れた
総合的で実践的な英語力
を養成する科目

C2 アドバンスド・アカデミックスキル科目

～研究付帯力の養成～≪1単位≫

知財講義、論文作成講義、外部資金獲得演習、研
究者交流、SDGs・異分野技術・DX関連セミナー
等を通じて、研究に付帯
すべき力を養成する科目

C3 キャリアパス・ディベロップメント科目

～キャリア形成力の養成～≪1単位≫

企業等の開発現場の見学、コミュニケーション講
義、本学OBとの交流、進路情報講義、自己理解を
深めるグループワーク等
を通じて、キャリア形成
力を養成する科目

C4 リサーチ・インターンシップ科目

～実社会の体験～≪1単位≫

企業等のインターンシップに参画し、課題解決型
のプロジェクト等に取り組むことで、研究開発の
社会的意義、自己の総合
能力、キャリア志向を認
識する科目
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各科目の詳細については、スライド8～11を参照
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そ の 他 支 援

■学生の社会人力測定
学生の成⾧とSPRING事業全体の効果を可視化し、検証するために、全SPRING
学生に対し、社会人力の測定と分析を毎年実施します。

■成果発表会
本事業で得られた様々な成果を、発表会という形で還元します。

■特許取得支援
SPRING学生が、支援期間における研究成果に基づいた特許出願を行う場合、
その経費の一部を助成します。
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社会人力測定

株式会社リアセックの
PROGテストを実施

各学生個人のリテラシー
とコンピテンシーの２つ
の力を７段階で示すとと
もに、強み弱みを分析
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【英語力の養成】 <1単位>
リーディング・ライティング・プレゼンテーションといった各種演習を通じて、バランスの取れた総合的で
実践的な英語力を養成する科目

備考内容時間項目回

講師：学内教員
企業者

自分の研究について、英語での発表演習等を
行う。また専門家から講習を受ける。

2.0H英語プレゼン演習11
1.5H英語プレゼン演習22
1.5H英語プレゼン演習33

講師：企業者企業の海外経験者からビジネスシーンでの英
語の活用を学ぶ。1.5Hビジネス英語実務講義4

講師：学内教員英語ライティングの文法力や表現力を向上さ
せる演習等を行う。

1.5H英語ライティング演習15
1.5H英語ライティング演習26
1.5H英語ライティング演習37
1.5H英語ライティング演習48

第5-8回英語ライ
ティング演習

英語の履歴書やカ
バーレター・メール

などを作成

過去の
実施例

第1回英語プレゼン
テーション演習

学生が互いに英語で
自分の研究を紹介

第4回ビジネス英語実
務者講演

講師が海外での勤務体
験を交えたコミュニ

ケーション方法を講義

C1 ファンダメンタル・アカデミックスキル科目

授業は随時実施します。原則D1時に履修を完了してください。
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【研究付帯力の養成】 <1単位>
知財講義、論文作成講義、外部資金獲得演習、研究者との交流、SDGs・異分野技術・DX関連セミナー等を通
じて、研究に付帯すべき力を養成する科目

備考内容時間項目回
講師：学内教員パワポを使ったプレゼンを身に付ける。2.0Hアカデミック・プレゼン講義1
講師：学内教員学術論文の書き方について理解する。1.5H論文書き方講義2
講師：学内教員知的財産権の基礎的な知識を学習する。1.5H知的財産権講義3
講師：学内教員外部資金を題材に申請書類を作成する。1.5H外部資金申請書類の作成演習4
講師：学外研究者優れた研究者・技術者との交流を図る。1.5H研究者・技術者との交流5
講師：学内外教員等SDGsに関するセミナーに参加する。1.5HSDGsセミナー6
講師：学内教員専門以外の学術関連セミナーに参加する。1.5H学術関連セミナー7
講師：学内教員DX等に関するセミナーに参加する。1.5HDX関連セミナー8

第4回外部資金申請書
類の作成演習

競争的研究資金を獲得
するノウハウを伝授

第5回研究者・技術者
との交流

各自で学外の優れた
研究者等との交流を

企画し、実施

第7回学術関連セ
ミナー

各自で異分野の学
術セミナーを受講

第8回 DX関連セミ
ナー

各自でDX・デジタ
ル分野の学術セミ

ナーを受講

過去の
実施例

C2 アドバンスド・アカデミックスキル科目

授業は随時実施します。D1～D3の間に履修を完了してください。
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【キャリア形成力の養成】 <1単位>
企業等の開発現場の見学、コミュニケーション講義、本学OBとの交流、進路情報講義、自己理解を深めるグ
ループワーク等を通じて、キャリア形成力を養成する科目

備考内容時間項目回
講師：企業者企業を訪問し研究開発の現場を学ぶ。2.5H社会人力養成11
講師：愛媛県職員県の研究開発支援機関を現地で学ぶ。2.5H社会人力養成22
講師：企業者コミュニケーションマナーを学ぶ。1.5H社会人力養成33

講師：企業・大学OB博士課程の卒業生（企業人／大学人）
からキャリア経験の講義を行う。1.5Hキャリア形成支援14

講師：企業者後期課程学生の進路状況について学ぶ。1.5Hキャリア形成支援25

講師：就職支援機関
キャリア形成のために必要とされる自
己理解や能力開発について、それらを
促進するためグループワークを行う。

1.5Hキャリア形成演習16

1.5Hキャリア形成演習27

講師：企業者キャリアセミナーを受講する。1.5Hキャリア形成演習38

第1回社会人力養成

ものづくり企業の技術
開発者から説明を受け
たあと、工場を見学

過去の
実施例 第2回社会人力養成

愛媛県の産業支援機関
の職員とともに、施設
を見学

第6-8回キャリア形成
演習

キャリアコンサルタン
トによるカードを使っ
た自己理解ワーク

C3 キャリアパス・ディベロップメント科目

授業は随時実施します。D1～D3の間に履修を完了してください。
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【実社会の体験】 <1単位>
企業等のインターンシップに参画し、課題解決型のプロジェクト等に取り組むことで、研究開発の社会的意
義、自己の総合能力、キャリア志向を認識する科目
本科目では、「リサーチ・インターンシップ」を、以下の両方の条件を満たすものと定義する。
➀実習期間が５日以上であり、就業体験を伴うもの。 ②課題解決に取り組む内容が含まれているもの。
学生は、以下の4タイプから、自分に合った方法を選択し、随時1回実施する。

学生が『ジョブ型研究インターンシップ推進協議会：㈱アカリ
ク）』が提供するシステムを使って、受け入れ先を見つける。

タイプ1
「協議会型リサーチ・インターンシップ」

学生が、企業等が提供する従前のインターンシップの中から、
受け入れ先を見つける。

タイプ2
「選択型リサーチ・インターンシップ」

学生が、事務局が指定する企業等のリサーチ・インターンシッ
プ該当案件の中から、受け入れ先を見つける。

タイプ3
「指定型リサーチ・インターンシップ」

事務局が、学生の企業・大学に行って実施する調査・研究・留
学等を、リサーチ・インターンシップ相当とみなして認める。

タイプ4
「みなし型リサーチ・インターンシップ」

過去の
実施例

C4 リサーチ・インターンシップ科目

各自が任意時期に実施できます。D1～D3の間に履修を完了してください。

学生がタイプ3を選択し、インターンシップへ

◎就職支援企業との連携により作成されたイン
ターシップ候補リストを、学生へ情報提供

↓
◎学生が、インターンシップにエントリー、採用

↓
◎学生が、当該企業でインターンシップを実施

↓
◎当該企業が、学生の評価を大学に送付

↓
◎学生は、実施内容や意見をレポートにして、本

学に提出

重要な義務や注意点

■SPRING学生の義務
（１）研究計画に基づき研究活動に専念すること
（２）本学が指定する科目を履修し単位を修得すること（欠員補充者を除く）
（３）指導教員に研究活動の状況を定期的に報告すること
（４）メンターによる面談を定期的に受けること
（５）分野ごとに定められた時期により、学外に向けた研究成果の発表を行うこと
（６）研究倫理教育を受講すること
（７）研究活動での不正行為等を行わないこと
（８）SPRING修了後10年間、キャリアの情報提供に協力すること

■税金・保険・年金等納付義務の発生
研究奨励費は、税法上「雑所得」のため、所得税、住民税の課税対象となります
ので、各自で毎年確定申告を行って税金を納める必要があります。また、親族に
扶養されている方は、所得が発生することで、扶養を外れて国民健康保険・国民
年金等に加入し、保険料等を納付する必要が生じます。

■授業料免除制度なし
本事業でのSPRING学生への授業料免除はありません。これまで授業料免除を受け
られていた方は、所得の発生により、受けられなくなる場合があります。
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